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●特集１では､ 親子の多様な関係性に対する､
様々なかかわりが紹介されています｡ ｢問題に
直面することで無力感を深めてしまうくらいな
ら､ 逃げるという選択肢も｣ ｢子どもが自立し
ていけるよう親に子どもの願いを伝え､ 橋渡し
を｣ ｢問題に向き合わせる努力はするが､ 解決
の肩代わりはしない｣ ｢想像の中の両親と対峙
し､ 話し､ 折り合い､ 許し､ 感謝する等の作業
を本人と一緒に｣ …｡ ぜひご一読ください｡
●遅れて教室に入ってきた友達に､ 英語の先生
が ｢Be punctual !｣ と注意しました｡ 中学生
には難しい単語に､ みんな ｢はあ？｣ という表
情｡ 先生は punctual が ｢時間を厳守する｣ と
いう意味だと説明し､ 音のおもしろさをユーモ
ラスに語りながら､ 遅刻が自分にも周りにもマ
イナスであることを訴えました｡ 私は punc-
tual という単語を一発で覚えました (punctual
自体は今でも覚束ないのですが…)｡ ���
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衝動的で感情コントロールが難しいとい

う状態は､ 子どもにどのようなことが起

こっていると理解したらいいのか｡ そし

て､ どうかかわるかを考えていきます｡
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行事の盛り上がりの中で人間関係がより

濃密になり､ 学年によっては進路決定を

控えて思い迷うことも多い２学期､ あと

ほんの少し踏ん張れる心を育てる相談的

なかかわりを模索します｡
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